
腰ズカリ

首ズカリ

磯樽（タンポ）

●タル・オケ
とったものを入れたり、つかまっ
て休んだりするのに使います。
おもに1人で仕事をする徒人
海女の道具です。特に大きな
桶〈おけ〉を半切り〈はんぎり〉とよび、
アラメ潜〈かず〉き（アラメとり）など
に使います。
上図が磯樽〈いそだる〉、右の海女
がもっているのが磯桶〈いそおけ〉。

●磯メガネ
メガネが使用される以前は、
素目〈すめ〉といわれる裸眼で潜っ
ていたので、獲物の発見は容
易でなく、潮で目を傷めること
がよくありました。

●スカリ
獲物を入れる網袋のこと。アワ
ビやサザエなど小さいものは腰
につけるコシズカリ、テングサ・
アラメなどの海草を入れるもの
は、首に付けるクビズカリなど、
とるものによって身に着けると
ころがちがいます。

●ヒカリ
海底でアワビを見つけた。
でも息が続かない。そうい
う時に目印に置いてくるの
がこの貝殻です。

●ゾウリ
磯場を歩くには、すべりに
くく、足を保護するゾウリ
が欠かせません。

■海女のすがた

タンポ
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2舟人と徒人
徒人
以前は海女が桶を浮きにして作業した
ので、オケ海女とも呼ばれました。
自力で潜水し浮上するため 5～ 8メ－
トルの比較的浅い磯で獲物を探します。
ふつうは陸

おか

からそれぞれが泳いで漁場
へでますが、漁場が遠い地区では船に
乗り合って沖へでるところもあります。

22


